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会  議  録  

会 議 の 名 称   令和元年度第１回白岡市環境審議会  

開  催  日   令和元年７月３日（水）  

開 催 時 間   午前１０時００分開会  ・  午前１１時４０分閉会  

開 催 場 所   白岡市役所４階  特別大会議室  

会 長 の 氏 名   三宅  敏郎  

出 席 者 の 氏

名・出席者数   

白岡市長  小島   卓  

白岡市環境審議会委員  

三宅  敏郎、齋藤  俊治、久保木  孝夫、渡邉  昇子、 

廣瀬  秀男、弓木  裕一、諸橋  浩司、福田  慎太郎  

                     ８人   

欠 席 者 の 氏

名・欠席者数   

淺野  悦子  

青木  伸行  

          ２人  

説明員氏名   (1)  会長及び副会長の選出について：鬼久保主幹  

(2)  平成３０年度リーディングプロジェクト関連事業の

実績について：中澤主任  

(3)  平成３０年度白岡市環境基本計画（実績報告）につ

いて：中澤主任  

(4)  令和元年度白岡市環境基本計画（当初事業）につい

て：中澤主任  

事務局職員の

職・氏名   

市民生活部  部長  髙澤   利光  

環  境  課  課長  安野   弘之  

環  境  課  主幹  鬼久保  晃一  

環  境  課  主査  村岡   信義  

環  境  課  主査  吉川   隆志  

環  境  課  主任  中澤   聡  

環  境  課  主事  東    航平  

  ７人   
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会 議 次 第  

１  開   会   

２  委嘱書の交付  

３  市長あいさつ  

４  委員紹介  

５  議   事  

(1)会長及び副会長の選出について  

(2)平成３０年度リーディングプロジェクト関連事業の

実績について  

(3)平成３０年度白岡市環境基本計画（実績報告）につ

いて  

(4)令和元年度白岡市環境基本計画（当初事業）につい

て  

６  そ  の  他  

７  閉   会  

配 布 資 料  

・会議次第  

・白岡市環境審議会委員名簿  

・資料１  平成３０年度リーディングプロジェクト関連

事業実績  

・資料２  平成３０年度白岡市環境基本計画進行管理  

     票（実績報告）  

・資料３  令和元年度白岡市環境基本計画進行管理  

     票（当初事業）  

・参考資料  

 望ましい環境像を実現するための三者協同の取組  

白岡市環境基本条例  
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議   事   の   経   過  

発  言  者  議  題  ・  発言内容  ・  決定事項  

 

鬼久保主幹  

 

 

小島市長  

 

 

小島市長  

 

 

鬼久保主幹  

 

 

 

 

安野課長  

 

Ｂ委員  

村岡主査  

 

安野課長  

委員一同  

安野課長  

会長  

Ａ副会長  

鬼久保主幹  

 

 

１  開   会  

 会議を開会。  

 

２  委嘱書の交付  

小島市長から出席者８名に対して委嘱書を交付。  

 

３  あいさつ  

 小島市長からあいさつ。  

 

４  委員紹介  

 委員の紹介。  

事務局職員の紹介。  

 

５  議   題  

（１）会長及び副会長の選出について  

環境基本条例第３０条の規定により、委員の互選に

より定めることとなっているが、いかがするか。  

事務局にて腹案はあるのか。  

会長に久保木委員、副会長にＡ委員に御協力願いた

い。  

事務局から腹案が提案された。委員にお諮りしたい。 

異議なし。  

それではＡ委員に議事進行をお願いする。  

会長あいさつ。  

副会長あいさつ。  

 所用により市長退出。  

 本日の会議に２名の傍聴の申し込みがあった。  

会長の許可により、入室していただく。  
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会長  

 

中澤主任  

 

 

 

村岡主査  

 

 

 

 

 

 

 

会長  

Ｃ委員  

 

 

 

中澤主任  

 

 

Ｃ委員  

 

 

 

 

 

（２）平成３０年度リーディングプロジェクト関連事

業の実績について  

議題 (2)リーディングプロジェクト関連事業実績に

ついて、事務局から説明を求める。  

当市の環境基本計画の概要を説明した。同計画改訂

版において掲げているリーディングプロジェクトの成

り立ちについて説明した。  

資料１に基づき、実績報告を行った。  

 以上の中澤の説明に補足。  

前回審議会でＥ委員から、目標値と実績値の差が大

きすぎるのではないかという指摘があった。それにつ

いて事務局にて精査したところ、計算に誤りがあるこ

とがわかった。資料１「低炭素社会構築プロジェクト」

の「プロジェクトを推進するための数値目標」の環境

課の一行目の項目について、上段が修正前、下段が修

正後となる。  

説明内容に対して質問等はあるか。  

資料１リーディングプロジェクトにおける数値目標

管理内に「創エネ・省エネ機器の設置は自然環境に配

慮する意識が底辺にあるのではないか」とあるが、そ

の「意識」について調査は行ったものなのか。  

具体的な調査は行っていないが、東日本大震災以降、

機器の設置件数が増加していることもあり、意識が高

くなっているのではないかと考えられる。  

長年環境に関する仕事に携わっているが、環境意識

が世の中で高まっているとは思えない。太陽光パネル

等については、経済面での影響を考えてのことではな

いかと考える。ここを無理やり環境意識に結び付けて

しまうと、今後の取り組みや考え方の方向を見誤って
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安野課長  

 

Ａ副会長  

 

 

中澤主任  

 

 

Ａ副会長  

 

中澤主任  

Ａ副会長  

 

中澤主任  

 

 

Ｄ委員  

 

 

 

 

 

 

村岡主査  

 

Ｄ委員  

 

鬼久保主幹  

しまうことが危惧されるため、アンケート調査等を元

に結論を出したほうがよいのではないか。  

補助金の申請があった際にアンケートの記入をお願

いするなど検討する。  

太陽光パネルの申請件数２８件のうち、全件につい

て支払いがされているが、申請がすべて通っていると

いうことでよいか。  

よい。必要書類や条件等について満たした状態で申請

を受けているので、申請全件について支払いとなって

いる。  

太陽光パネルの耐用年数は概ね２、３０年ほどのよ

うだが、故障や取替えの際の補助金は出るのか。  

 現時点では考えていない。  

 いわゆる「メガソーラー施設」対応について伺いた

い。  

 他市町村ではガイドラインや規制等を設けていると

ころもあるが、現時点においては当市では設けていな

い。  

低炭素社会構築プロジェクトについて、現在勤めて

いる神奈川では、ごみ分別の基準が厳しく設けられて

いる。それに比べて白岡市の分別については少々緩い

ように感じるが、焼却炉の性能が良いからなのか。だ

とすれば、燃やせるものは燃やすということは、二酸

化炭素の排出の増加につながるのではないか。３Ｒの

観点が足りていないのではないか。  

３Ｒ可能な物については、出来るように心がけてい

く。  

燃やせるということは、焼却炉の性能が良いからと

考えてよいのか。  

性能というよりも、焼却炉の数が２炉あるからと考



6 

 

 

 

 

Ｅ委員  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ委員  

 

 

 

 

 

吉川主査  

 

村岡主査  

 

 

安野課長  

 

 

 

 

 

Ａ副会長  

える。数が多い分、燃やせる量も多いのではないか。

また、環境センター内でもエコプラザにてリユース可

能なものについての販売を行っている。  

住宅用太陽光発電パネルについて、令和２年度の累

計目標を３，６０６，３００ｋＷｈにするということ

だが、昨年度の設置件数２８件について、これは平均

何ｋＷｈになるのか。  

また、環境に対する意識は、まったく高まっていな

いとは言えない。この意識をさらに発展させるために

も、毎年実施している「環境学習会」など、さらに市

民に 対 して Ｐ Ｒ して い くこ と が 望ま し いの で は ない

か。  

太陽光パネルやＬＥＤについて、きっかけが経済的

な面であっても、結果的に設備を設置してくれればよ

いと考える。経済的に有利な点を推して設置件数を増

やしていく手もあるのではないか。  

もう一点、捕獲したアライグマのその後の処理につ

いて伺いたい。  

アライグマについては、県の防除計画に則り薬殺処

理をしている。  

 先ほどＥ委員から質問があった、太陽光パネルの一

施設あたりの発電能力について、平成３０年度から３

２年度は、実績も加味して５．６４ｋＷとなる。  

環境学習会について、目標が１００人とあるが、平

成３０年度は４２人と、非常に少ない数字となってい

る。小中学校の行事と重なってしまったため、参加人

数が少なくなってしまったのではないかと考える。今

後は学校行事と重ならないような日にち設定をし、よ

り参加しやすい場を整える。  

エネルギー政策について。自然エネルギー、原子力
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髙澤部長  

 

 

 

 

会長  

委員一同  

 

 

 

会長  

 

 

 

中澤主任  

 

会長  

Ｄ委員  

 

 

 

 

 

安野課長  

 

Ｆ委員  

 

 

エネルギー等について、今後環境審議会の議題で取り

上げる予定はあるのか。  

白岡市の中だけで議論に出してもなかなか難しいと

考える。国は一定の再生可能エネルギーの目標数値等

を出している。市としてはその目標に配慮しながら、

創エネ・省エネ機器の設置の普及等、出来る範囲で進

めていきたい。  

その他質問等はあるか。  

なし。  

 

（３）平成３０年度白岡市環境基本計画（実績報告）  

（４）令和元年度白岡市環境基本計画（当初事業）  

議題 (3)平成３０年度白岡市環境基本計画（実績報

告）、 (4)令和元年度白岡市環境基本計画（当初事業）

については、それぞれ関連があるため事務局から一括

で説明を求める。  

資料２、３に基づき、実績報告及び当初事業につい

て説明を行った。  

説明内容に対して質問等はあるか。  

 実績報告書の全体に関する意見だが、報告内容が数

段階の「実績結果」（ＡＢＣＤ）でしか記されていない。 

なぜその評価なのか、評価Ｂ「計画通り」であれば何

をもって計画通りなのか明記し、それについて反省を

し、翌年度の計画を立てるべきではないか。  

 少なくとも、判断基準を設けるべきではないか。  

 今後の資料作成にあたっては、指摘いただいた件に

ついて考慮しながら作成したい。  

 資料内の語句「地域猫」について、捨て猫や野良猫

を指して使用しているように感じるが、本来の意味と

しては、地域に住み着いている猫を、地域一体となっ
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吉川主査  

 

Ｃ委員  

 

 

中澤主任  

Ａ副会長  

中澤主任  

 

 

会長  

委員一同  

会長  

 

 

鬼久保主幹  

委員一同  

 

 

鬼久保主幹  

て去勢、餌付けをして、地域で育てるという意味が正

しいのではないか。  

 おっしゃるとおりである。その点については語句の

整理を行っていく。  

緑のカーテンについて、配布した方にアンケートの

依頼など、配布・設置後の効果測定についても実施し

ていただきたい。  

検討していきたい。  

 「緑地」の定義について伺いたい。  

 ひこべえの森などは「緑地」に該当しない。  

環境基本計画内、公園緑地一覧表にあるように、公園

の緑地面積を基準に計測している。  

その他質問等はあるか。  

なし。  

議事が全て終了したため、議長の職をおりる。  

 

６その他  

その他に関して、各委員から何かあるか。  

なし。  

 

７  閉   会  

会議を閉じる。  

以  上   

 

 


